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２０１8年 こんな１年にしたい！漢字１字で表すと・・・？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  
 

成長。成功。 

タン 

 

２０１８年も元気よく！     

ミャ 

たくさん働く！ 

スディ 

実り多い１年にした

い！ナダ 力強く！ 

バット 

たくさん働く！ 

エディッタ 

正直な心を大切

にする。インタン 

忠実な心 

チョム 

善良な心を持つ。 

カムサ        

今年も頑張る！ 

シュガー 

健康第一！ 

ナラ 

自信をもって母国で

活動する。セルス 

幸せいっぱいの１

年になりますよう

に 

嬉しいことがたくさ

んありますように。 

強い心で頑張る！ 
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オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟報告会＆懇親会 

１２月１２日、福岡県議会にて県議会議員連盟（会員７４名：会長 塩川秀敏）の皆様と交流する機会を頂きました。毎年恒

例となっていますが、海外研修生は毎年変わります。当日は、第１部で今年度の活動報告を行い、樋口県議会議長、守谷

副議長も参加頂きました。今年度、設立５０年を迎えた西日本研修センターの歴史も含め、現在までの活動及びそれぞれの

母国で活躍する OB達の報告も行いました。第２部では、議会棟レ 

ストランにて、小川知事を始め、副知事、県庁執行部の皆様もご参 

加頂き、賑やか且つ楽しい懇親会となりました。小川知事の挨拶で 

は、５０年継続する人材育成事業への労いと、昨年訪問頂いたイン 

ドネシアでの OBの活躍を含め、今後のオイスカ活動への期待を 

お話しされました。研修生にとっては、これだけ多くの県議会議員 

の皆様に接する機会を頂き、日本での研修の重みと帰国後にリー 

ダーになるべき方向性を再確認したようでした。ありがとうございま 

した。（廣瀬） 

 

休職のお知らせ 

研修課の彦坂美保です。研修生と関われるお仕事ができ

本当に充実した毎日を過ごさせて頂いておりましたが、１２

月をもってしばらくオイスカでのお仕事をお休みさせて頂く

ことになりました。またいつか、パワーアップして戻れたらと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ご協力ありがとうございます！ 

（平成２９年１２月１日～１２月２６日）（敬称略） 

新入会：花田稔之 

寄付金： （株）筑豊製作所、九州林産（株）、鬼木幸秀、 

山本豊呼 

寄付品：東洋ナビックス、小野泰司、前田富洋、丸善自動車、 

     （株）クリスター、西部ガス、石橋幸裕、菅原弘成 

 

※新入会大募集中です！！今年も多くの方にオイスカ活

動を知って頂けるよう活動して参ります。 

みなさまどうぞよろしく願いたします。 

 

１２月３０日（土）～１月２日（火）研修生ホームステイ 

☆ホストファミリーの皆様ありがとうございました。 

５日（金）神社参拝、仕事始め 

６日(土)消防出初式見学 

８日(月)脇山ほうげんきょう 

１３日（土）世界の絵本の読み聞かせ（チョム、スイ参加） 

       於：高取公民館 

１５日（月）技能実習生（インドネシア４名）(株)オークマ配属 

 

研修生の外部研修も始まります。受け入れ先の皆様どうぞ

よろしくお願い致します。 

鬼木大明神の一句 

人生１００年時代 

一生勉強・一生青春 

一生挑戦・一生燃焼 

一生勤労・一生懸命 

式守勘太夫さんから 

 オイスカ西日本研修センターの皆さん毎年お世話になり高

田川部屋一同心から感謝申し上げます。約五週間の充実し

たオイスカでの生活、おいしい空気、清々しい研修生達の朝

の挨拶に力士たちは心が洗われ快適な一日の始まりです。

夜は力士たちの為にオイスカの顔となるフロアに大きなテレ

ビを設置頂くなど行き届いた思いやりが伝わります。今更な

がらではありますが毎年研修生の方々が変わってしまう事に

は一抹の寂しさがの残ります。ですが、この短かった出会い

でも、いつどんな形で再会できるかを思うと色々想像します。

そう 一国の農業、酪農の指導者。また通訳の仕事や教員、

さらには首相、大統領と夢は求める努力で現実になります。

私たちも負けられません。関取の輝、竜電は来年三役で、幕

下勢は十両関取衆で必ず帰ってきます。応援よろしくお願い

します。お世話になり有難うございました。高田川部屋一同 

体験農園便り 

センターが主催する「体験農園ふるさと広場」では、１２月

にみそづくり講習会を行っています。みそづくりの先生は、地

元脇山から名人に来てもらい、主原料の大豆は朝倉市内の

オイスカ会員の方にお願いして調達しております。みそづくり

の主な材料は、大豆とこうじ、そして塩の３点です。一晩かけ

て浸水した大豆を３時間ほど煮込み、大豆と同量のこうじと

半分の塩を混ぜてみそづくりは終了します。タッパーに詰め

たみその材料は、半年ほどしてから食べることが出来ます

が、手作りみその味は市販のものとは違い、とても美味しい

と評判です。皆さんも是非味噌づくりにチャレンジして、朝は

美味しい味噌汁を 

飲んで健康になり 

ましょう。（豊田） 

 

 

1月の予定 

東洋ナビックス社員交流体験に参加 

１２月６日（水）、大野城市にある運送会社で、株式会

社東洋ナビックスの社員の皆さん１０名程が参加して、

海外研修生との交流体験を実施しました。東洋ナビック

スの吉田社長さんは、１１月に大野城商工会が主催した

オイスカでの交流会に初めて参加されて、「是非、うちの

社員を研修生と交流させたい」という事ですぐに法人会

員になって頂き、今回の交流会の開催となりました。午

前中は研修生のお国自慢の料理作り体験を行い、午後

からは国の紹介と収穫体験を行いました。社員の皆さん

は初めて体験することばかりで、最初は戸惑いもあった

ようですが、交流を進 

めるにつれて理解も 

だいぶ深まり、お互い 

に学びの多いひと時を 

過ごすことが出来まし 

た。（豊田） 

 

 

アテリナの私に一言言わせて 

新年おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

モンゴル以外の研修生は４つの季節は初めての経験です。

春・夏・秋が終わりました。今、冬です。去年に比べたら今

年の方が寒く感じます。熱帯気温に慣れている私たちの体

は風邪を引きやすいです。でも今年度の研修生は体が強く

て、今のところ風邪で休んでいる人が居ません。これからも

っと寒くなるので気をつけましょう！研修生は雪が初めてで

すので楽しみに待っています。いつかな～。今年もみんなで

雪遊びができますように。 

 

日本語能力試験 

外国人が受ける日本語の試験が１２月３日（日）全国一斉に実施され、西日本研修センターの海外研修生＆技能実習生

＆職員が試験に挑みました。最初の２か月間は毎日のように日本語を教室で勉強しましたが、６月からは農業を中心とした

研修が始まりますので１週間に１回だけの日本語の学習。それに合わせて交流会や、外部研修などのお出かけも多く、な

かなか日本語の学習時間が取れない中で、夜遅くまで教室で頑張っている人、朝早く起きて勉強に取り組む人、日本語の

アプリを使って移動中も勉強する人、それぞれのやり方でみんな一生懸命試験に挑みました。日本人でも難しい漢字や敬

語、苦手な文法、最後まであきらめずにしっかり頑張りました。結果は２月ごろ、忘れたころに…。（彦坂美保） 

 

 

 

 

 

 


